
 
 

こんにちは！リハビリ部、事務職の竹野です。2015 年 4 月に脳出血を起こし、半身不随と失語症にな

りまして、日扇会の通所リハビリに通い懸命に訓練していました。医療としては素人ですが、いろいろと

発言していきたいと思いますので、宜しくお願いいたします。 

リハビリインタビュー⑦ ～未知の環境を楽しむために 理学療法士・羽田
は だ
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「昔から“初めてやること”っていうのが

どうしても苦手で、行動ができないことが

多かったんですね。初めて使う道具とか、あ

とは初めて行く場所だとか、初めてやる仕

事ですとか。そういう未知の事っていうの

は誰しも怖いものだとは思うのですけど、

ことさら自分はそれが苦手だったみたいで

…。克服とまでは言わないけれど、生活の中

で工夫している事があるのでそれを紹介し

ます。知り合いの先生に聞いたことがある

のですが「自分が不安なことに近い状況を

作り出して、それを深く考えずにやってみ

る」ということをやっています。例えば、知

らないレストランに初めて行って、ぱっと

見たメニューを注文するっていうこと。も

ともと考えこんじゃう性格だから最初は慣

れなかったんですけど。これが苦手って自

分で分かるものとちがって、無意識で苦手

なものって、それに近しいものは全部一緒

くたにしてしまうんですね。だからレスト

ランの件は意外 

と効果があった 

りするんじゃな 

いかな、と思っ 

ています。」そう 

いう効果はどう 

いう時に感じる 

んですか？「昔に比べて尻込みをすること

が少なくなりました。あとは気持ちが楽に

なったっていう感じですかね。いつもと違

うことにチャレンジしてみる。それくらい

でも、苦手なことに対して気楽に向き合う

ことができるのかな、と思います。僕はセラ

ピストですけど、やっぱり初めて会う患者

さんとかどうしてもちょっと緊張はするん

です。けれども、それはいい意味で気楽に接

することができるのはあるかなと思ってい

ます。」僕は初めての場所とかって好きな方

ですけど、そうか…色々あるんですね。 

７月７日                                                  

七夕といえば短冊ですが、江戸時代の頃に手習いごとをする人や、寺子屋

で学ぶ子が増えたことから、星に上達を願うようになったそうです。本来

はサトイモの葉に溜まった夜露を集めて墨をすり、その墨で文字を綴って

手習い事の上達を願います。サトイモの葉は神からさずかった天の水を受

ける傘の役目をしていたと考えられているため、その水で墨をすると文字

も上達するといわれているんだって。こうした事を考えると、短冊には

「○○が欲しい」とかじゃなくて、上達や夢を書いた方がいいかもね～。 
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